



NEO-PI をはじめとする尺度と，Cloninger, Svrakic 














Seeking(NS)， 損 害 回 避：Harm Avoidance(HA)，
報 酬 依 存：Reward Dependence(RD) ， 固 執：
Persistence(P) の  次元を，性格については自己志向：
Self-Directedness(SD)， 協 調：Cooperativeness(C)，
















として Grossarth-Maticek & Eysenck (990) による





2000）。SIRI ではパーソナリティーのタイプを 6 つに
類型化し，それぞれタイプ （ガンに罹患しやすい），
タイプ 2（虚血性心疾患に罹患しやすい），タイプ （タ














定尺度としては Costa & McCrae(992) による性格
健康教室開始時における対象者の 5 因子性格特性と
唾液中コルチゾール値との関連に関する基礎的研究（1）
福 島　裕 人・大 平　哲 也（2）・広 崎　真 弓（）
SUMMERY
　To examine relationships between five factor personality traits and serum cortisol levels, we measured 
NEO-FFI personality questionnaires and serum cortisol levels for the participants of a health promotion 
program using laughter at the beginning of the session. Only Agreeableness(A) of personality traits 
significantly correlated with serum cortisol levels ( ρ = .6, p ＜ .05). It indicated that participants who have 











Medical Index(CMI) の精神不調と N（神経症傾向）と
の間で有意な正の相関，A（調和性）との間で有意な負
の相関が認められたといった関連を見出している。また


















　また，元々 Cloninger の TCI はその前バージョンで






るなど（Marchesi, Cantoni, Fonto, Giannelli, Maggini,
















「笑って健康教室」に参加した男女計 20 名（男性 2 名、
































　NEO-FFI の各 5 つのパーソナリティー特性とコルチ
ゾール値の平均及び標準偏差を表  に，相関について
表 2 に示した。
福 島　裕 人・大 平　哲 也・広 崎　真 弓
205
　NEO-FFI 各尺度項目とコルチゾール値との関連では、












































果からは，0 名中 25 名がガンになりやすいといわれ
ているタイプ （社会的同調性）とタイプ 5（反情緒的）
に該当していたという報告もあり（熊野・久保木・織井・
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